
令和３年度 第１学期始業式

先週の木曜日，令和３年度第１学期始業式を開催しました。校長式辞では，仙
台市に「まん延防止等重点措置」が出され，仙台市以外では県独自の緊急事態宣
言が継続されたことを受け，①令和３年度もマスクの着用や手洗い，三密防止等
の感染症予防対策を徹底すること，また，今年度生徒たちに期待することとして，
②自分の身体の内側に「輝き」や「エンジン（自立する力）」をもつことが話され
ました。以下に，始業式の中での生徒の抱負を掲載いたします。

２年生の抱負
２学年代表 ２年２組 新田 俊輔

これから，今年僕が頑張りたいこと，２学年全体
で頑張っていきたいことについて発表します。
まず，個人のことです。僕は後輩から頼られる人

になりたいと思います。１年生の３学期から修了式
まで，先輩になる準備をしてきました。「当たり前の
ことができる先輩になろう」という目標を立て，課
題の提出率を上げるため，様々な活動に取り組んで
きました。この取組を生かし，２年生でも同じよう
にそれを目標にやっていきたいです。また，部活動
では，１年生に技術面のアドバイスをしっかりと行
い，チームを引っ張っていきたいです。僕が所属し
ているサッカー部は，昨年の市新人大会で優勝して
います。中総体でも優勝し，県大会でも優勝できる
ように，３年生のサポートも頑張ります。
次に２学年全体で頑張りたいことです。僕が２学年全体で頑張りたいことは，

何事も楽しく一生懸命に取り組んでいくことです。昨年はコロナウイルスの影
響で行事が減ってしまいましたが，今年は１学年の時より行事も多くなってい
くと思います。職場体験や合唱コンクールなど大変な行事もあると思いますが，
そんな時こそ学年みんなで協力して，楽しく一生懸命に取り組みたいです。ま
た，１学年で残してしまった，生活面全体を見直し，ルールを守るという課題
を改善し，さすが２年生と言われる学年を作っていきたいです。今年の後半か
らは３年生に代わって僕たち２年生が一中を引っ張る立場になります。３年生
からバトンを引き継いだときに慌てることのないよう，１日１日を大切に過ご
していきたいです。今日から先輩です。１学年での取組を生かして，２学年全
体で頑張っていきたいです。

３年生の抱負
３学年代表 ３年２組 伊藤 永登

私たち３年生１２５名は，いよいよ最上級生となりました。これから，一中
の顔となることを自覚して，学校全体を引っ張っていけるよう頑張りたいと思
っています。そのために，まずは基本に立ち戻り，日常生活の一つ一つを丁寧
に行うことを大切にしていきたいです。たとえば，自分から相手に伝わるよう
に挨拶をすることや，場をわきまえた言動や判断をすることなど，この先，高
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校生や社会人になっても通用する行動基準をしっかりと身につけたいと思いま
す。
部活動では，中学校生活の集大成となる大会や

コンクールを迎えます。私たちの明るさや一生懸
命さを生かし，悔いのない集団づくりに励みたい
です。そして，自分たちが中心となって１・２年
生をまとめ，入賞そして優勝をより多く勝ち取っ
てきたいと思います。
また，今年度，私たちは受験生になるので，私

は人生で一番勉強しなければいけないと考えてい
ます。だからこそ，頭の中を勉強モードに切り替
えて，自分が望む進路に進めるよう努力したいで
す。
昨年度は，コロナウイルスの影響で，多くのこ

とが中止・制限されました。今年度は昨年度でき
なかった分，規模が縮小されたものであっても，体育祭や合唱コンクールを学
校全体，全学年で楽しみたいです。私たちは，「やればできる」集団だと思いま
す。昨年度の終わりには，生活の見直しをはかり，学年全体でチャイム前着席
をするよう改善することができました。このように，今年度も学年委員を中心
に生活面，学習面ともに改善点を見つけ，よりよい方向に向かっていきたいと
思います。何もかもがラストになる中学校生活を大切に過ごし，卒業するとき
に「やりきった」と思えるように，この一年，自分たちから行動して，私たち
自身を成長させ，一中を支えていきたいと思います。

生徒会代表あいさつ
生徒会代表 ３年１組 赤間 花奈

昨年度の生徒会活動へのご協力ありがとうござ
いました。コロナウィルスの影響で，例年のよう
に全校生徒が体育館に集まることはできませんで
したが，放送を使いながら生徒総会を行ったり，
各部活動からのビデオレターを使って３年生を送
る会を実施したりすることができました。今年度
は，生徒会スローガン「紀」のもと，新１年生を
迎えた新たな一中で様々な企画を行っていきたい
と思います。
まずは，１年生に中学校生活を紹介する対面式

があります。感染症予防のため，全校生徒が集ま
って行うことは難しいかもしれませんが，今年度
は，部活動紹介は部活動ごとに体育館で行う予定
です。１年生に普段の活動の様子が伝わるように
部活動で工夫していただきたいと思います。また，昨年度の中央委員会で準備
を進めていた委員会同士のコラボ企画を実行していきたいとも考えています。
現在，各委員会のみなさんからいただいた意見をもとに執行部で話し合いをし
ています。みなさんの考えたアイディアを生かした活動をできるようにしたい
と考えていますので，ご期待ください。一緒に様々な企画を考え，充実した学
校生活にしていきましょう。これらの活動を成功させるためには，皆さんの協
力が必要です。一中生全員でよりよい一中を作っていきましょう。

４月の主な行事予定
８日(木) 着任披露式，始業式 22日(木) スポーツテスト・身体測定
９日(金) 第76回入学式 ２３日(金) 各種委員会

１２日(月) 写真撮影(全学年) ２7日(火) 校外学習（１学年）
１３日(火) 対面式 ２９日(木) 昭和の日
２１日(水) ＮＲＴ学力検査 30日(金) 避難訓練，部活動集会
※４月１２日(月)現在の予定です。変更時は配信メールやおたよりで随時，お知らせします。
※閉庁期間に学校に緊急連絡がある場合は，〔080(6042)1321〕に連絡をお願いします。



令和３年度 第1回学校運営協議会開催

本校は，今年度から，「社会に開かれた教育課程」と「社会総掛かりでの教育
の実現」を目指し，コミュニティスクール（学校運勢協議会を設置した学校）
として生まれ変わります。
３月３０日には，７名の学校運営協議会委

員の皆様にご出席いただき，第１回学校運営
協議会を開催しました。
本学校運営協議会の会長は，元塩竈市教育

委員の山田達磨様，副会長は，本校同窓会長
の土井仁様にお引き受けいただきました。
今回会議では，第一中学校の令和３年度学

校教育目標並びに学校経営方針や教育課程等
について審議していただき，すべての項目で
ご承認いただきました。
承認いただいた学校教育目標や学校経営方

針，教育課程等については，後日，保護者の
皆様にも配布させていただきます。

＜令和３年度 学校運営協議会委員＞
会長 山田 達磨 様 佐々木康弘 様
副会長 土井 仁 様 阿部 匡志 様

太田 忍 様 佐々木信行 様
齋藤 幸子 様 遠山 勝治（校長）

令和３年度に向けての施設改修

本校の体育館は昭和３５年６月２７日に落
成した，本校の施設の中でも６１年目となる
歴史をもつ施設になります。しかし，経年劣
化が徐々に進んできたため，体育科や部活動
の協力を得ながら３月８日から約２週間，床
の改修工事を実施しました。
床の凹凸を削った後，支柱用金具固定のた

めのネジを新しくし，確実な固定ができるよ
うになりました。床のラインも全て新しくさ
れ，その上でニスも塗布されました。
また，破損していた練習用のバスケットゴ

ールも透明なポリカーボネード製になり，位
置も適正な高さに改修しました。

保健室でも，これまで破損していた１台の
エアコンの代替が行われ，真夏の熱中症対策
としてエアコンが使えるようにするなど，い
くつかの工事が行われました。
また，今年７月から１２月までは大規模ト

イレ改修工事が計画されており，個室の全洋
式トイレ化や一部多目的トイレの設置が決ま
っています。工事期間は生徒に負担を掛ける
事になりますが，本校の施設改善のためにご
理解とご協力をお願いいたします。



令和３年度 入学式式辞

校長 遠山 勝治

（前略）さて，この度の入学式に当たり，新入
生の皆さんに，期待することをお話しします。
まず一つ目は，「身体の内側に『輝き』をも

つ生徒」になってほしいということです。そし
て，二つ目は，「身体の内側に『エンジン』，言
い換えれば，『自立する力』をもつ生徒」にな
ってほしいということです。
この「身体の内側に『輝き』をもつ生徒」や

「身体の内側に『エンジン・自立する力』をも
つ生徒」になることは，簡単なことではありま
せん。毎日の学校生活の中で，皆さんの周りの人たちとの関わりを大切にしな
がら，さまざまな経験を一つ一つ積み重ねる必要があります。
ここでは，その「ヒント」を３つお話しします。
まず，一つ目は，「人生の主役になる」ということです。不幸になるのは，至

って簡単です。それは，「人が自分を楽しませてくれるのを待っている王子様の
ように，ただじっと坐っていればいい」だけです。皆さんは今，「中学生になっ
たら，こんなことを頑張ってみよう」，「あんなことに取り組んでみよう」と，
学習や部活動に対していろいろな夢や目標を抱いていることと思います。
そこで大切になるのは，「自分で考え，自ら進んで行動すること」です。誰か

が決めてくれるのを待つのではなく，自分の意思で物事を考え，選び，決断し，
自分から進んで行動することを心掛けてほしいと思います。幸せがほしいので
あれば，「観客」になるのではなく，自ら舞台に上がり，自分が「主役」になら
なくてはなりません。これが自分の「身体の内側にエンジンをもつ」というこ
とです。
二つ目は，「夢中になるものを見つける」ことです。中学校生活は楽しいこと

もたくさんありますが，その半分は苦しいことや辛いことでできています。で
きない自分を責めてしまったり，自分を理解してくれない周りの人を責めてし
まうこともあるかもしれません。そのような感情に打ち勝つためには，「夢中に
なるもの」，「没頭するもの」を見つけておくことが必要になります。それは部
活動でも，学習でも，学校行事でも 何でも構いません。「ひとつなんでもいい，
ひとつそれさえあれば生きていける」というものを是非見つけ出してください。
「やりたいこと・やるべきこと」がはっきりしている人は，自分の身体の内側
から自然と「輝き」を発するようになります。
三つ目は，「周囲の人のもつ『輝き』に気づける目をもつ」ことです。皆さん

の周りで「身体の内側に「輝き」を持っている人」は誰でしょうか。高価なも
のを身に付けたり，高級ブランドの洋服を着たりしている人が，必ずしも身体
の内側に「輝き」をもっているとは限りません。皆さんの周りには，「自分以外
の誰かのために，辛くても悲しくても，けっして不平不満を言わず，頑張り，
疲れていても自分に微笑んでくれる，身体の内側に『輝き』をもっている人」
が，家族の中に，学級の中に，部活動の仲間の中に必ずいます。そして，皆さ
んにも，自分以外の誰かのために頑張れる力を身に付けてほしいと願っていま
す。
さて，保護者の皆様，お子様のご入学，誠におめでとうございます。お子様

は，自我に目覚め，いよいよ人生で最も多感な時期を迎えます。感動や喜びを
爆発的に表現する明るさや強さをもつ反面，時には悩みや迷いに大きく揺れる
もろい面も 見せる時期です。
家庭も学校も，一本の物差しだけで子どもを測るのではなく，それぞれの子

どもの良さや可能性を認めながら，一人一人の子どもの社会的自立を目指し，
共に考え，連携を深めていければと思います。
現在，世界中が新型コロナウイルス感染症予防対策に追われています。私た

ちは必要以上に悲観的にならず，必要以上に楽観的にならず，冷静に，そして
理性的に「今やるべきこと」を徹底していかなかればなりません。
始まったものは，必ず終わるはずです。それまで私たち教職員も一丸となっ

て，この難局を乗り越えるべく，全力で戦って参りますので，保護者の皆さん
もご理解とご協力をお願いいたします。


